























えて，腫瘍壊死因子-α（Tumor Necrosis Factor; 以
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The purpose of this study is to review the factors inﬂuencing lipid metabolism of young women in terms of 
both exercise and nutrition. From the side of nutrition， we reviewed how lipid metabolism is inﬂuenced by 
taking a commercial ﬁsh oil supplement （LIQUAMEN）. Total cholesterol deteriorated signiﬁcantly by tak-
ing LIQUAMEN. Improvement of lipid metabolism by LIQUAMEN was suggested. The value of HDL-cho-
lesterol， adiponectin， and leptin were signiﬁcantly lower in the group of living activity strength Ⅱ while the 
values of TG and TNF-α increased signiﬁcantly. This result suggested the possibility that lipid metabolism 
deteriorated in subjects whose activity was below a certain amount. It also suggested the possibility that lipid 
metabolism improved in those whose activity was above a certain amount. In the body fat-to-weight ratio， 
the living activity strength Ⅲ・Ⅳ group  showed a signiﬁcantly lower tendency compared to the group of 
living activity strength Ⅱ and the group of living activity strength Ⅲ・Ⅳ. This ﬁnding suggested that if ac-
























































平均年齢 21.4±0.8 歳，20 歳～ 23 歳）プラセボ服








20 歳～ 21 歳），Ⅲ . 適度（n=5，平均年齢 21.1±0.6
歳，20 歳～ 21 歳），Ⅳ . 高い（n=6，平均年齢 21.5
±0.9 歳，20 歳～ 23 歳）の 3 群に分け，調査開始前，










・ 1回目測定；2007 年 4月下旬～ 2007 年 5月上旬
（介入および調査前）
・第 1 回リカメン介入期間；
　2007 年 5 月～ 2007 年 6 月（30 日間）
・ 2 回目測定；2007 年 6 月下旬
（介入および調査開始 30 日後）
・第 2 回リカメン介入期間；
　2007 年 6 月～ 2007 年 7 月（30 日間）









































Table 1.  Characteristics of subjects 
リカメン服用群 プラセボ服用群
有効データ数 10 8
年齢（歳） 21.3 ± 0.8 20.8 ± 0.5
身長（cm） 160.3 ± 5.7 162.2 ± 4.8
体重（kg） 54.9 ± 6.1 55.5 ± 5.9


































Fig.  1.   Change of value of total cholesterol by taking LI-
QUAMEN 
リカメン服用前の 1 回目測定値は 208.2±35.3
（mg/dl），服用後では 2 回目測定値が 191.2±28.3
（mg/dl）で 1 回目から有意な下降を示した．3 回
目測定値は 196.8±48.5（mg/dl）で，1 回目，2 回
目のいずれとも有意な差は認められなかった．
プラセボ服用前の 1 回目測定値は 210.0±54.5
（mg/dl），服用後では 2 回目測定値が 200.6±44.4
（mg/dl），3 回目測定値が 204.0±36.7（mg/dl）で，




リカメン服用前の 1 回目測定値は 76.5±13.2
（mg/dl），服用後では 2 回目測定値が 69.2±11.9
（mg/dl）で 1 回目から有意な下降を示した．3 回






72.7±23.4（mg/dl），3 回 目 測 定 値 が 71.6±19.0




リカメン服用前の 1 回目測定値は 176.6±16.0
（mg/dl），服用後では 2 回目測定値が 157.1±15.7
（mg/dl）で 1 回目から有意な下降を示した．3 回





（mg/dl）で，3 回目は 1 回目と比較して有意に低
下した．
④ TG
リカメン服用前の 1 回目測定値は 74.6±32.9
（mg/dl），服用後では 2 回目測定値が 79.8±34.7
（mg/dl），3 回目測定値が 80.0±54.4（mg/dl）で，1
回目と 2 回目，2 回目と 3 回目，1 回目と 3 回目
のいずれにおいても有意な差は認められなかっ
た．プラセボ服用前の 1 回目測定値は 104.5±
107.1（mg/dl），服用後では 2 回目測定値が 80.8±
55.4（mg/dl）で有意な差は認められなかった．3








リカメン服用前の 1 回目測定値は 10.6±4.2
（mg/dl）で，服用後の 2 回目測定値 10.6±4.2（mg/
dl）と有意な差は認められなかった．3 回目測定値













リカメン服用前の 1 回目測定値は 0.8±0.2（pg/
ml），服用後では 2 回目測定値が 0.6±0.2（pg/
ml），3 回目測定値が 1.0±0.6（pg/ml）で，1 回目
と 2 回目，2 回目と 3 回目，1 回目と 3 回目のい
ずれにおいても有意な差は認められなかった．プ
ラセボ服用前の 1 回目測定値は 1.1±0.6，（pg/






ml），服用後では 2 回目測定値が 24.4±7.8（ng/
ml），3 回目測定値が 19.2±6.7（ng/ml）で，1 回目
と 2 回目，2 回目と 3 回目にでは有意な差は認め
られなかったが，1 回目と 3 回目では有意な下降
を示した．プラセボ服用前の 1 回目測定値は 27.3
±9.8（ng/ml），服用後の 2 回目測定値は 21.6±
10.6（ng/ml），3 回目測定値は 17.5±6.3（ng/ml）で，
1 回目と 2 回目，2 回目と 3 回目，1 回目と 3 回
目で有意な下降を示した．
⑤インターロイキン -6
リカメン服用前の 1 回目測定値は 0.8±0.9（pg/
ml），服用後では 2 回目測定値が 0.6±0.5（pg/
ml），3 回目測定値が 0.6±0.3（pg/ml）で，1 回目
と 2 回目，2 回目と 3 回目，1 回目と 3 回目のい
ずれにおいても有意な差は認められなかった．プ
ラセボ服用前の 1 回目測定値は 0.6±0.2，（pg/ml）















Table 2.  Characteristics of subjects 
活動度Ⅱ群 活動度Ⅲ・Ⅳ群
有効データ数 13 8
年齢（歳） 21.0 ± 0.5 21.4 ± 0.8
身長（cm） 161.0 ± 5.4 160.8 ± 4.5
体重（kg） 54.9 ± 6.2 54.4 ± 4.7









もBMIは標準範囲内（18.5 以上 25 未満）であった．
2．活動度別比較






と 2 回目，2 回目と 3 回目，1 回目と 3 回目のい
ずれにおいても有意な差は認められなかった．
② HDL- コレステロール
生活活動度Ⅱ群の 1 回目測定値は 79.3±14.8
（mg/dl），2 回目測定値が 73.7±12.8（mg/dl）で 1
回目から有意な下降を示した．3 回目測定値は
74.3±15.1（mg/dl）で 1 回目，2 回目と有意な差は
認められなかった．生活活動度Ⅲ・Ⅳ群の 1 回目
測定値は 71.0±16.3（mg/dl），服用後では 2 回目
測定値が 67.1±21.8（mg/dl），3 回目測定値が 64.5
±17.2（mg/dl）で，1 回目と 2 回目，2 回目と 3 回
目，1 回目と 3 回目のいずれにおいても有意な差
は認められなかった．
③アポ蛋白 A1
生活活動度Ⅱ群の 1 回目測定値は 178.0±18.5




生活活動度Ⅲ・Ⅳ群の 1 回目測定値は 177.6±





生活活動度Ⅱ群の 1 回目測定値は 68.7±34.3
（mg/dl），2 回目測定値が 90.6±52.9（mg/dl）で 1
回目から有意な上昇を示した．3 回目測定値は
73.8±51.7（mg/dl）で 1 回目，2 回目と有意な差は
認められなかった．生活活動度Ⅲ・Ⅳ群の 1 回目
測定値は 117.0±117.2（mg/dl），服用後では 2 回
目測定値が 75.4±17.7（mg/dl），3 回目測定値が
76.9±51.4（mg/dl）で，1 回目と 2 回目，2 回目と








生活活動強度Ⅱ群の 1 回目測定値は 12.9±7.3
（mg/dl）で 2 回目測定値 11.9±6.7（mg/dl）と有意
な差は認められなかった．3 回目測定値は 10.6±
5.7（mg/dl）で 1 回目，2 回目から有意な下降を示
した．生活活動度Ⅲ・Ⅳ群の 1 回目測定値は 12.2
±6.3（mg/dl），服用後では 2 回目測定値が 12.1±
6.0（mg/dl），3 回目測定値が 10.9±6.2（mg/dl）で，
1 回目と 2 回目，2 回目と 3 回目，1 回目と 3 回目の
いずれにおいても有意な差は認められなかった．
②レプチン




生活活動度Ⅲ・Ⅳ群の 1 回目測定値は 5.8±3.1
（ng/ml），2 回目測定値が 5.4±2.3（ng/ml），3 回
目測定値が 4.8±2.0（ng/ml）で，1 回目と 2 回目，
2 回目と 3 回目，1 回目と 3 回目のいずれにおい
ても有意な差は認められなかった．
③ TNF-α
生活活動強度Ⅱ群の 1 回目測定値は 0.7±0.3
（ng/ml），2 回目測定値が 0.7±0.3（ng/ml），3 回
（森本，藤井，相澤，松岡，山本，武岡，徳家，三井，目連，伊達，田中，樫塚）
－20－
目測定値が 0.9±0.4（ng/ml）で，1 回目と 2 回目
に有意な差は認められなかったが，2 回目と 3 回
目，1 回目と 3 回目において有意な上昇を示した．










生活活動度Ⅲ・Ⅳ群の 1 回目測定値は 25.1±






と 2 回目，2 回目と 3 回目，1 回目と 3 回目のい
ずれにおいても有意な差は認められなかった．
 （3）体脂肪率
生活活動強度Ⅱ群の 1 回目測定値は 26.7±6.0
（%），2 回目測定値が 26.7±5.9（%），3 回目測定
値が 27.0±5.5（%）で，1 回目と 2 回目，2 回目と
3 回目，1 回目と 3 回目のいずれにおいても有意
な差は認められなかった．生活活動強度Ⅲ・Ⅳ群
の 1 回目測定値は 21.8±5.1（%），2 回目測定値
が 21.1±5.4（%）で有意な下降を示した．3 回目
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